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令和３年（2021年）３月 

福生市 



男女共同参画社会とは？ 
男女共同参画社会とは、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意志によって社会のあら

ゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及

び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」のことです。男女共同参画

社会を目指すことは全ての人が尊重し合い、多様性に富んだ持続可能な社会を実現させるために

重要な要素の一つです。 

男女共同参画社会の実現に向けて取組を進めることは、「男女」に限らず、年齢、国籍、障害の

有無や、性的指向・性自認に関すること等も含め、幅広く多様な人々を包摂し、全ての人が幸福を

感じられる社会の実現にもつながるものです。 

 

計画策定の趣旨 
福生市（以下「本市」といいます。）においては、平成 28年（2016 年）に策定した「福生市

男女共同参画行動計画（第５期）（以下「第５期行動計画」といいます。）」に基づき各種施策を推

進し、あらゆる男女の人権が尊重される社会づくりに努めてきました。一方で、少子高齢化の進行

や雇用環境の変化に伴い、市民、団体、事業所、行政がそれぞれの役割を果たしながら、協働して

取り組まなければならない新たな課題が生じてきています。 

こうした流れを踏まえ、男女共同参画を取り巻く社会情勢や様々な問題に対応するとともに、福

生市がこれまで取り組んできた施策を引き継ぎ、更に推進・発展させるための指針として、「福生

市男女共同参画行動計画（第 6 期）」（以下「本計画」といいます。）を策定しました。 

 

計画の基本理念 
男女共同参画社会の実現に向けては、市民一人ひとりが「男女という性別だけでなく、年齢、職

業、身体状況、国籍などに関わらず誰もがお互いの人権を認め合う」という人権尊重の意識を持ち、

それぞれが自立し、性別にとらわれることなく個人の自由な意思で生き方を選択できる環境づく

りが重要です。 

本市は、これまで取り組んできた、男女が尊重し合う男女共同参画社会のための施策を更に発展

させ、本計画策定に当たっての基本理念を以下のように定めます。 

 

互いの人権を尊重し合い、それぞれが活躍できる社会づくり 

  

２ 



計画の位置づけ 
（１）本計画は、男女共同参画に関する社会的な動向を鑑み、「福生市男女共同参画に関するアンケ

ート調査」（以下「市民意識調査」といいます。）の結果や、「福生市男女共同参画審議会」か

らの答申を受けて、男女共同参画社会の実現に向けた本市の総合的な施策の指針とするもの

です。 

（２）本計画を、以下の法律に基づく各計画として位置付けます。 

・「男女共同参画社会基本法」第 14条第３項に基づく市町村男女共同参画計画 

・「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」（ＤＶ防止法）第２条の３第

３項に基づく市町村基本計画 

・「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（女性活躍推進法）第６条第 2 項に基

づく市町村推進計画 

（３）本計画は、「福生市総合計画（第５期）」における分野別計画として位置付けられています。 

（施策：多様性を認め合う、基本事業：人権の尊重） 

（４）本計画は、国の「第５次男女共同参画基本計画」及び東京都の「東京都男女平等参画推進総

合計画」との整合性を図っています。 

 

計画の期間 
計画期間は、令和３年度（2021 年度）から令和８年度（2026 年度）までの６年間とします。 

令和２年度 

（2020年度） 

令和３年度 

（2021 年度） 

令和４年度 

（2022 年度） 

令和５年度 

（2023 年度） 

令和６年度 

（2024 年度） 

令和７年度 

（2025 年度） 

令和８年度 

（2026 年度） 

       

 

●本計画の計画期間について● 

本市では第 5 期行動計画まで、男女共同参画行動計画の計画期間を 5年間とし、国の男女共同

参画基本計画の改定と同時期に新たな本市の計画策定を進め、男女共同参画行動計画を策定して

きましたが、国の計画策定後に本計画を見直した新たな計画を策定し、国の方針を反映すること

ができるよう、今回の計画は６年間とします。 

 

  

【国】第５次男女共同参画基本計画 

見直し 

福生市男女共同参画行動計画（第６期） 

令和３年度（2021 年度）～令和８年度（2026 年度） 

見直し 

第５期計画 

３ 

【国】次期計画 

（予定） 



 

 

福生市の現状と課題 
第５期行動計画の現状と課題について、主要課題ごとにまとめました。 

主要課題＜第１＞男女共同参画社会形成への意識づくり 

◆男女共同参画に関する意識について 

 

●家庭生活において「男女平等である」と感じる割合 

 

 

 

  

 

●福生市で実施している男女共同参画の取組の認知度 

 

 

 

 

 

 

資料：「福生市男女共同参画に関するアンケート調査」（令和元年度） 

 

主要課題＜第２＞ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進 

◆職業生活における女性の状況について 

 

●世帯人員の減少 

 

 

資料：住民基本台帳人口（各年 1 月 1 日現在） 

●女性と職業の望ましい関わり方 

 

 

 

 

 

  

東京都、全国と比較して男女の平等

感が低い項目があったほか、本市で

実施している男女共同参画の取組に

ついては認知度が低いものも見られ

たため、市民に向けて情報を効果的

に周知する方法について検討し、男

女共同参画に関する市民の理解を深

めることが必要です。 

東京都、全国

と比較して 10

ポイント以上

低い 

1.99 人 1.89人 

平成27年 令和２年 

世帯人員の減少、女性の就業に関する

意識の変化から、育児・介護のサービ

スの充実がより重要になることが考え

られます。男女がともに希望するワー

ク・ライフ・バランスをかなえられる

よう、支援サービスの充実に加え、市

内事業所に向けた働きかけを推進する

必要があります。 
9.7ポイント増加 

8.7ポイント減少 

“結婚して子どもが生まれても職業をもち続ける” 

“職業はずっともつが、子育ての時期には 

一時やめて家庭に入る” 

４ 
資料：「福生市男女共同参画に関するアンケート調査」 

（平成 26 年度、令和元年度） 

現状 課題 

現状 課題 

４ 

27.1%

40.4%

47.4%

0.0% 50.0%

本市（令和元年）

東京都（平成27年）

全国（令和元年）

15.9%

22.1%

10.0%

5.8%

0.0% 30.0%

男女共同参画情報誌

「あなたとわたし」

女性悩みごと相談

男女共同参画講座

福生市男女共同参画

行動計画

29.5%

39.2%

0.0% 50.0%

平成26年

令和元年

44.0%

35.3%

0.0% 50.0%

平成26年

令和元年



 

 

  

 

主要課題＜第３＞あらゆる暴力の根絶 

◆男女の人権に関する状況について 

 

●暴力を受けた経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「福生市男女共同参画に関するアンケート調査」（令和元年度） 

 

主要課題＜第４＞あらゆる分野における男女共同参画の推進 

◆様々な分野における女性の活躍について 

 

●審議会等における女性委員割合 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は 

女性に関する施策の推進状況（各年４月１日現在） 

  

ＤＶの被害経験がある人は一定数

みられています。専門の相談機関

を利用しやすくすることに加え、

身近な相談者となった場合に適切

に対応できるよう、市民に対して

ＤＶの正しい知識を啓発すること

が重要です。 

審議会等における女性参画は高まっており、

今後、あらゆる場で更に女性が活躍できるよ

うにするため、女性のエンパワーメントに関

して周知し、女性自身が積極的に参加しやす

い環境を整備することが必要です。 

平成 27年 令和２年 

現状 課題 

現状 
課題 

５ 

7.3%

11.7%

3.6%

2.3%

4.2%

66.0%

5.6%

12.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

殴る、蹴るなどの身体に対する

暴力（身体的暴力）

大声を出す、罵声を浴びせる、

または恐怖を感じるような脅迫等

（精神的暴力）

交友関係、電話・メール等を

細かく監視し、行動を束縛する、

外出等をさせてもらえない

無理やりに性的な行為を強要

生活費を渡さないなどの

経済的暴力

暴力を受けた経験はない

その他

無回答

24.4% 30.7%



計画の体系 
本計画は、４つの主要課題の下に 12の施策の方向を設定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施策の方向 2-1・2-2・2-3、4-1 を「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性

活躍推進法）」第６条第 2 項に基づく市町村推進計画として位置付けます。（★のか所） 

※施策の方向 3-1・3-2 を、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防

止法）」第２条の３第３項に基づく市町村基本計画として位置付けます。（◎のか所） 
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３-１ あらゆる暴力に関する未然防止策の推進◎ 

３-３ 虐待、ストーカー、セクハラ等への対策強化 

３-２ 被害者を支援する仕組みの強化◎ 
主要課題＜第３＞ 
あらゆる暴力の根絶 

４-１ 政策・方針決定の場における男女共同参画の推進★ 

４-３ 困難を抱える男女への支援 

４-２ ともに助け合う地域づくりの推進 

主要課題＜第４＞ 
あらゆる分野における 
男女共同参画の推進 

１-１ 男女平等意識の推進 

１-２ 男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進 

１-３ 生涯にわたる健康づくりの推進 

２-１ 家庭と仕事の両立支援の推進★ 

２-２ 多様な働き方への支援★ 

２-３ 家庭における男女共同参画の推進★ 

主要課題＜第２＞ 
ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）の
推進 

主要課題＜第 1＞ 
男女共同参画社会形成へ
の意識づくり等の推進 

６ 

【主要課題】 【基本理念】 【施策の方向】 



計画の展開 

主要課題＜第 1＞男女共同参画社会形成への意識づくり等の推進 

◆取組方針◆ 

市民に対し男女共同参画に関する啓発や学習機会の提供を行うことで、あらゆる世代に男女共同参

画の理解を広げ、男女平等や人権尊重の意識を育てます。 

また、男女がお互いの身体の違いを理解し、主体的に妊娠や出産等を選択していけるよう、リプロ

ダクティブ・ヘルス/ライツの考え方の普及に向けて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 施策 具体的な取組 

1-1 
男女平等意識の

推進 

(１) 
男女共同参画に関する広

報・啓発の推進 

・男女共同参画情報誌の発行 

・メディアリテラシーの普及・啓発 

・男女共同参画セミナーの実施 

(２) 
男女共同参画に関する情

報収集と提供 

・男女共同参画に関する資料・図書の収集と提供 

・市民意識調査の実施と公開 

(３) 
多文化共生に向けての男

女共同参画の推進 

・国際理解のための学習機会の提供 

・多文化共生講座の実施 

1-2 

男女共同参画の

視点に立った教

育・学習の推進 

(１) 
学校教育・幼児教育におけ

る男女共同参画の推進 

・人権教育プログラムに基づいた男女平等の視点

からの指導 

・男女共同参画啓発用ガイドブックの作成と配布 

(２) 
男女共同参画に関する社

会教育の推進 
・子育て中の母親の学習機会の提供 

1-3 
生涯にわたる健

康づくりの推進 

(１) 

母性保護と母子保健の推

進（リプロダクティブ・ヘ

ルス/ライツ） 

・パパママクラス（出産予定の父親・母親のため

の講座）の実施 

・性教育の手引き（東京都教育委員会）に基づい

た性教育の指導 

(２) 心身の健康づくりの推進 
・健康教育・健康相談の実施 

・女性向けスポーツ教室の実施 

 

◆数値目標◆ 

  

項目 目標値（令和８年度） 

市民意識調査における「男女共同参画情報誌『あなたとわたし』」の認知度 25％ 

男女共同参画セミナー参加者数 50 人 

市民意識調査において、「社会全体として男女が平等である」と感じる割合 15％ 

小・中学校における「人権教育プログラム」の活用状況 100％ 

取組のここに注目 

 ここ数年、インターネット等の普及による情報化社会の発展は目覚ましく、子どものうちから、外部

の情報に触れる機会が増えました。数多くの情報の中には、間違った情報や適切でない表現もありま

す。こうしたことから、人権尊重や男女平等の視点をもって、メディアによる様々な情報を判断し、的

確な選択や活用ができるよう、メディアリテラシーの普及・啓発を推進するため、「メディアリテラシ

ーの普及・啓発」を取組としています。 

７ 



主要課題＜第２＞ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進 

◆取組方針◆ 

家庭と仕事の両立の実現に向けた啓発事業に加え、育児や介護に携わる市民の負担軽減に向けたサ

ービスを実施します。事業者に対しては、啓発を行うとともに男女共同参画の視点を取り入れた公共

調達を実施し、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた環境整備を働きかけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 施策 具体的な取組 

2-1 

家庭と仕事の

両立支援の推

進 

(１) 
家庭と仕事の両立に対する

理解促進 

・情報誌やホームページ等による、ワーク・ライ

フ・バランスに関する情報の提供 

・男女共同参画の視点から見た公共調達 

(２) 子育て支援サービスの充実 

・病児保育、病後児保育の実施 

・一時預かりの実施 

・子育て関連事業の実施 

(３) 介護支援サービスの充実 ・配食サービスの実施 

(４) 適切な情報提供の実施 ・教育の場での人権教育 

2-2 
多様な働き方

への支援 

(１) 女性の自己啓発の推進 ・女性の自己啓発につながる講座の実施 

(２) 女性の就業・再就職支援 
・女性の就業支援に関する資料の提供および就業

セミナーの周知 

(３) 
就労に関する情報収集と提

供 

・ハローワーク等と連携した就職面談会および就

職セミナーの実施 

2-3 

家庭における

男女共同参画

の推進 

(１) 
家事・育児・介護への男女共

同参画の推進 

・ワーク・ライフ・バランス関連講座の実施  

・家族介護者教室等の開催 

 

◆数値目標◆ 

  

項目 目標値（令和８年度） 

低年齢児保育（0～2歳児）の定員数 585 人

学童クラブ待機児数 0 人 

市民意識調査において、「職場で男女が平等である」と感じる割合 25％

市民意識調査において、「家庭生活で男女が平等である」と感じる割合 32％

７ 

８ 

取組のここに注目 

出産後も働き続けたいという女性が増加したことにより、更なるワーク・ライフ・バランスの推進が

求められています。これは、市民のみならず、事業者への働きかけも必要であり、子育てや介護などを

しながら、働き続けられる環境の整備が望まれます。その一環として、「男女共同参画の視点から見た

公共調達」を取組としています。これは、市の公共調達の際に、男女共同参画に関する項目を導入し入

札加点とするもので、男女共同参画を積極的に推進する事業者の拡大に努めます。 

８ 

保 育 園 



主要課題＜第３＞あらゆる暴力の根絶 

◆取組方針◆ 

市民に向けてＤＶやデートＤＶに関する啓発活動や情報提供を実施し、市民一人ひとりの暴力に対

する正しい知識を醸成します。また、暴力に関する相談体制を整え、相談窓口の周知に努めるととも

に、被害者が確実に守られるよう支援体制の確立に向けて取り組みます。 

さらに、ハラスメント防止のための研修を実施します。虐待については各関連機関と連携を図りな

がら対応し、早期発見と適切な対処に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 施策 具体的な取組 

3-1 

あらゆる暴力に関

する未然防止策の

推進 

(１) 
ＤＶ・デートＤＶに関す

る正しい知識の啓発 

・広報、ホームページ、情報誌などによる啓発 

・新成人へ向けてのデートＤＶの周知と啓発 

・人権に関する研修の実施や情報の提供 

3-2 
被害者を支援する

仕組みの強化 

(１) 相談体制の強化と周知 

・「女性に対する暴力をなくす運動」期間中の展

示等での周知 

・女性悩みごと相談窓口の実施 

(２) 
被害者の自立支援の推

進 

・各関係機関と連携した相談等の支援 

・被害者保護による住民票等の交付請求の拒否 

3-3 

虐待、ストーカ

ー、セクハラ等へ

の対策強化 

(１) 
早期発見のための取組

と連携強化 

・ハラスメント防止研修の実施 

・高齢者、児童、障害者への虐待防止のための取

組 

 

◆数値目標◆ 

 

  

項目 目標値（令和８年度） 

市民意識調査において、配偶者や交際相手等から暴力を受けた際「だれ（ど

こ）にも相談しなかった」割合 
35％以下 

市民意識調査における「女性悩みごと相談」の認知度 27％ 

９ 

取組のここに注目 

市民意識調査によると、DV 被害を受けた際に相談したかについては、男女ともに「だれ（どこ）に

も相談しなかった」が半数近くに上り、最も高くなっているため、いかに相談につなげられるかがポイ

ントとも言えます。特に、これからの社会を形成していく若い世代への啓発は重要です。啓発用の子ど

も向けガイドブックや新成人への啓発チラシ等を通し、暴力の防止と被害者の支援の充実に向け、市

民に正しい知識を啓発していくことを取組としています。 



主要課題＜第４＞あらゆる分野における男女共同参画の推進 

◆取組方針◆ 

審議会等への女性委員の登用を促進するとともに、庁内において男女共同参画を推進し、男女が平

等な市政運営に向けて環境を整えます。 

地域の中で男女が平等に参画できるよう地域活動を推進するほか、多様な視点を取り入れた災害対

策を推進します。複合的な困難を抱えやすい人たちを対象として、相談支援や意思疎通の支援等、多

様性に配慮した支援に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 施策 具体的な取組 

4-1 

政策・方針決定

の場における男

女共同参画の推

進 

(１) 
政策・方針決定の場への男女

の意見の反映 

・審議会、委員会等への女性の登用の促進 

・女性委員割合の目標値の周知 

(２) 女性リーダーの育成 
・能力開発や意識向上につながる講座の実施 

・様々な場における女性の参画機会の提供 

(３) 
庁内における男女共同参画の

推進 

・女性職員比率の向上 

・男女共同参画研修への職員の派遣 

4-2 

ともに助け合う

地域づくりの推

進 

(１) 
地域活動への男女共同参画の

推進 

・広報での市民活動情報の紹介 

・青少年に関する活動の検討 

(２) 
地域防災への男女共同参画の

推進 
・避難所運営における、女性の参画の推奨 

4-3 
困難を抱える男

女への支援 

(１) 
ひとり親家庭や性的少数者、

外国人等への支援 

・ひとり親家庭や性的少数者に配慮した取組 

・通訳サービス等を利用した外国人住民への

支援 

(２) 多様性の尊重 
・情報誌やホームページ、展示等の様々な機 

会を通した、多様性への理解の促進 

 

◆数値目標◆ 

項目 目標値（令和８年度） 

審議会等における女性委員の割合 35％ 

市職員における女性の割合 40％ 

市民意識調査において、「政治について男女が平等である」と感じる割合 14％ 

市民意識調査において、「自治会や NPO 等の地域活動の場で男女が平等であ

る」と感じる割合 
30％ 

取組のここに注目 

社会は多くの人たちによって構成され、国籍や肌の色、言語、性別、性的指向など、多様な背景を持

つ人たちも存在しています。本市は外国人の方も多く住んでいますが、市での手続きなどで戸惑ったり、

意思疎通を困難に感じたりすることがあります。その解消の一環として、タブレット型テレビ電話を使

用した「テレビ電話多言語通訳サービス」や「日本語通訳者派遣事業」、ＡＩチャットボットやＡＩス

ピーカーを活用した「他言語ＡＩ等活用事業」などを行うことにより、利用しやすい行政を目指してい

ます。 

また、情報誌や講座などを通し、性的少数者の方をはじめとする多様な方たちへの理解を今後につい

ても引き続き啓発を行い、あらゆる人の人権が配慮され、誰もが住みやすいまちを目指します。 
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計画の推進体制 
本計画に位置付けた施策の効果的な実施に向けて、庁内外の組織や各課の職員が連携しながら事

業を推進する体制を確立します。 

計画の実効性の確保に向けて、PDCA（Plan Do Check Action）の視点に基づく進捗管理

を行い、目標の達成状況や現状を毎年度把握します。庁内の施策の計画的な実施に当たっては、計

画年度３年間の「福生市男女共同参画実施計画」を策定し、毎年度見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆各団体や各機関との連携について◆ 

男女共同参画社会の実現に向けて、市民・市民団体・事業所等と連携して施策を推進していくこと

が重要です。市民が男女共同参画事業の担い手となる機会をつくり出すことで、市民と行政が一体と

なって計画を推進します。 

また、男女共同参画の事業の実施に当たっては、本市だけでの解決が困難な課題も存在するため、

必要に応じて国・東京都・関係機関と連携して対応します。 

その他、他の区市町村や企業等の取組についても情報収集を行い、本市の取組の参考とします。 
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○課題の提起（計画策定年度） 

市民意識調査の結果や計画の検証結果等

をもとに、課題を提起します。 

○施策の立案 

計画に基づき、各担当課は施策の取組を

立案します。これを、庁内の会議におい

て、確認および承認を行います。 

○計画の実行および事業の実施 

各担当課は、計画に基づき事業を実施しま

す。市民、各種団体、行政等の協働により、

計画を推進していきます。 

○計画および事業の改善への提案と取組 

計画および事業について、評価や取組状

況等により、今後の調整や改善の方向を

提案します。各担当課は、これに基づき事

業に取り組みます。 

 

Plan 計画 Do 実行 

○課題の検討（計画策定年度） 

計画の問題点等を探り、次期計画に向け

ての課題を検討していきます。 

○事業の進捗確認・評価 

庁内の会議において、各事業の評価を行

います。 

Action 改善 Check 評価 



相談窓口 

●国の相談窓口● 

◆DV 相談ナビ （電話）＃8008 

配偶者や恋人からの暴力に悩んでいるけれど、相談先がわからない方のために、全国共通の電話番

号（#8008）から最寄りの相談機関の窓口を案内するサービスです。 

※相談は、各機関の相談受付時間内に限ります。 

 

◆DV 相談+（プラス） （電話）0120-279-889（24 時間受付） 

配偶者やパートナーから受けている様々な暴力について専門の相談員が一緒に考えます。 

メール相談（24時間受付）、チャット相談（12：00～22：00 受付）も行っています。 

※チャット相談は 10か国語で対応 

 

●東京都の相談窓口● 

■東京ウィメンズプラザ 

◆一般相談 （電話）03-5467-2455 ※平日 9：00～21：00（年末年始を除く） 

ＤＶ、デートＤＶ、セクシュアルハラスメント、夫婦や親子の問題、生き方や職場の人間関係など、

様々な悩み相談に応じます。 

 

◆男性のための悩み相談 （電話）03-3400-5313 

月曜日・水曜日 17：00～20：00（祝日・年末年始を除く） 

土曜日  14：00～17：00（祝日・年末年始を除く） 

男性の抱える様々な悩みに男性相談専門の相談員が対応します。 

 

●福生市の相談窓口● 

◆女性悩みごと相談 

自分自身の生き方に関すること、家族関係や職場の人間関係、夫や恋人からの暴力など、女性が抱

える様々な悩みごとの相談に応じます。福生市、羽村市にお住まいの女性なら、どちらの市でも相談

を受けられます。 

＜福生市＞ (申込み) 秘書広報課広報広聴係  (電話) 042-551-1529（直通・要予約） 

（相談日）毎月第 2・4水曜日 9：00～13：00  

 

＜羽村市＞（申込み）広報広聴課市民相談係 （電話）042-555-1111（内線 541・要予約） 

（相談日）毎月第 1・3・5 水曜日 13：30～16：30  

福生市男女共同参画行動計画（第６期）・概要版 
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